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介護実務者研修
［通信課程］

厚生労働大臣指定   介護福祉士実務者養成施設

2023年6月開講

「介護職員基礎研修修了者」や「介護初任者研修修了者」は受講科目一部免除あり
パソコン・スマートフォン・タブレットなどを使った「E-レポート」による学習のため、

郵送等による課題の提出は必要ありません。

E-レポート

いつでも・どこでも

スクーリング

たった７日間！

プラス実務経験で
国家試験受験資格取得！！

実技試験免除（期限なし）

自宅学習 通学学習

https://www.yic.ac.jp/nw/



学習方法
タブレット端末等を活用し、いつでもどこでも学習することができます。
「E-レポート」方式 ※詳しくは一般社団法人KJKのHPをご参照ください。 KJK

受講科目
介護職員基礎研修や介護初任者研修を修了された方は、
受講科目が一部免除されます。

面 接 授 業「E-レポート」方式で、効率よく学習。
科目認定課題に合格して科目を履修。

お手持ちのタブレット・スマートフォン・パソコンなどの端末を使用し、学習を進めていく「E-レポート」方式で受講します。テキ
ストでの学習や演習問題を行った後、科目認定のE-レポート課題に挑戦します。自動採点式なので課題の郵送等の手間は省
け、場所を選ばず受講できるので効率よく学習できます。（学習方法の詳細は事前オリエンテーションで説明します）

科目認定課題
合格

科目認定課題
不合格者は再提出

提出

自動採点E-レポート
課題

科目履修
認定

テキストでの
学習

演習問題

本校通信課程では「通信学習」「面接授業」によって、462時間の実務者研修を受講していただきます。
仕事や家事と調整しながら学習する皆さんの夢を実現するために、本校では全面的にバックアップいたします。

対象科目
■介護過程Ⅲ（45時間）
　※介護職員基礎研修修了者は免除
■医療的ケア演習（12時間）

本校での面接授業により
科目を履修。

通 信 学 習

ホームヘルパー（訪問介護2級）取得者

保有資格

人間の尊厳と自立
社会の理解Ⅰ
社会の理解Ⅱ
介護の基本Ⅰ
介護の基本Ⅱ
コミュニケーション技術
生活支援技術Ⅰ
生活支援技術Ⅱ
介護過程Ⅰ
介護過程Ⅱ
介護過程Ⅲ
発達と老化の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅱ
認知症の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ
障害の理解Ⅰ
障害の理解Ⅱ
こころとからだのしくみⅠ
こころとからだのしくみⅡ
医療的ケア
医療的ケア（演習）
合計

5

5

30

10

20

20

20

30

20

25

10

20

10

20

10

20

20

60

50

405

45（5日間）

12（2日間）
57（7日間）

免除

免除

免除

免除

免除

免除

免除 免除

免除

免除

免除

授業科目名（面接授業時間）
自宅
学習時間

面接授業時間
（スクーリング） 介護職員

基礎研修
ホームヘルパー

1級
ホームヘルパー

2級

免除

免除

介護初任者
研修

資格を
持っていない方

介護初任者研修

2025年介護人材問題、認知症高齢者の増加、成年後見・権利擁護への対応など、
介護福祉士には多様なニーズに対応できるスキルが求められています。
その専門職としての資質向上を図る必要性から法改正が行われ、
2017年の介護福祉士国家試験から受験資格として、
3年の実務経験に加え「介護実務者研修（450時間）」の受講が義務付けられました。
本校では、働きながら介護福祉士やサービス提供責任者等を目指す皆さんに対し、
通信課程での「実務者研修」を開講いたします。
介護福祉に関する必要な知識・技術を丁寧に指導し、
地域社会に貢献できる介護福祉人材の育成を目指しています。

2023年6月


